
障害児教育・福祉に関する年表
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９．２「文部省」設置
９．５「学制」が頒布され「廃人学校アル

ヘシ」と規定

３．１５ 訓盲所（楽善会訓盲院）が設立認
可

９．２９「学制」を廃止，「教育令」を制定
（義務教育の規定を明確化）

１２．２８「教育令」改正（就学に関する規定
を強化）

１．２９「就学督責規則起草心得」通達

１１．２１ 訓盲唖院は文部省直轄学校となる
１２．４ 文部省総務局に「訓盲唖院掛」を

置く
４．１０「小学校令」公布（義務教育制度の

確立とともに，このとき初めて就
学義務の猶予について規定）

１０．６「小学校令」を改正（盲唖学校の設
置廃止に関する事項等を定め，就
学義務の免除を猶予とともに規定）

１１．１７「幼稚園図書館盲唖学校其他小学校
二類スル規則」制定（初めて盲唖
学校教員の資格任用等について規
定）

３．１５「学生生徒身体検査規程」制定

８．２０「小学校令」改正（就学義務の免除
猶予及び，盲唖学校の小学校附設
について規定）

３．６「東京盲唖学校教員練習科卒業生服
務規程」制定

３．１０ 東京盲唖学校に教員練習科を設置
４．１ 群馬県館林尋常小学校に特別な学

級を設置

３．２１「小学校令」改正（義務教育年限が
６か年に延長）

４．１７ 文部省は各府県師範学校の付属小
学校に盲人，唖人，心身不完全な
児童のためできるだけ特別学級を
設けるよう訓令

（この年）岩手など師範学校付属小学校に
「劣等児学級」を設置
徳島など師範学校付属小学校に「盲唖学級」
を設置
４．６「東京盲学校」設置
４．１ 東京盲唖学校を廃し「東京聾唖学

校」を設置
１０．１４ 文部省は「訓盲楽譜」を刊行
１１．１５「東京盲学校規定」「東京聾唖学校

規定」制定（東京盲唖学校時代の
教員練習科を改め，師範科を置く）

１１．１５「東京盲学校竝東京聾唖学校師範科
卒業者服務規程」制定

京都の第１９番校（後の「待賢小学校」）
にろう唖教場開設

５．２４ 京都に「盲唖院」が設立さ
れ開業式を挙行

４． 盲唖院は「京都府立盲唖院」
と改称

１１．１ 楽善会訓盲院は，按摩，導
引，鍼治の授業を開始

５．２６ 楽善会訓盲院は「訓盲唖院」
と改称

１０．５ 訓盲唖院は「東京盲唖学校」
と改称

１２．１７ 京都府立盲唖院は「京都市
立盲唖院」と改称

１２．１ 石井亮一が「孤女学院」を
創設（最初の精神薄弱児施
設，後の「滝乃川学院」）

１１．１２ グラハム・ベルが来日し，
聾教育について各地で講演

（この年）鈴木治太郎は大阪府師範
学校付属小学校に「教育治療室」を
設置
１０．１３「第１回全国聾唖大会」が開

催され，聾唖教育奨励案を
決議

１０．２３ 東京・京都・大阪の３盲唖
学校長が，府県立の盲・聾
唖学校の設置準則について
文部大臣に建議（盲唖教育
の義務制と盲唖教育の分離
等）

５．１１「第１回全国盲唖学校教員
会」が東京盲唖学校で開催。
盲唖教育令の公布，盲唖教
育の義務制及び盲唖教育の
分離等を文部省に建議

（この年）日本盲人協会は点字図書
（教科書等）刊行
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年号 行政など 障害児教育・福祉に関する社会の状況
（国際的なものも含む） 子供たちの生活 西暦
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昭和元年

昭和０２

昭和０３
昭和０４

昭和０５
昭和０６

昭和０７

昭和０８

昭和０９

昭和１０

昭和１１

昭和１２
昭和１３

昭和１５

昭和１６

昭和１７

７．２５ 文部省は「第１回盲唖学校教員講
習会」を開催

１１．２０ 文部省は「古川氏盲唖教育法」刊
行

１１．１５ 文部省は「第１回学校衛生講習会」
を開催（学校医を対象）

８．２８「盲学校及聾唖学校令」公布
８．２９「公立私立盲学校及聾唖学校規定」

制定
８．２９「東京盲学校規定」及び「東京聾唖

学校規定」改正（師範部を置く）
（この年から）文部省は毎年盲学校及び聾
唖学校教員講習会を東京と地方で交互に開
催
（この年）文部省は全国盲学校及び聾唖学
校に関する諸調査をはじめて実施

４． 東京市八名川尋常小学校に吃音学
級を設置

４． 東京聾唖学校に難聴学級を設置
４． 東京市鶴巻尋常小学校に養護学級

（虚弱児）を設置

１０．４「学齢児童就学奨励規定」制定
４． 文部省著作教科書盲学校用「国語

読本」，文部省著作教科書聾学校用
「国語初歩」を初めて刊行

６．１「東京市立光明学校」創設（最初の
肢体不自由学校）

１２．１１ 東京市南山尋常小学校に弱視学級
を設置（最初の弱視学級）

５． 東京市礫川尋常小学校に難聴学級
を設置

３．２６ 衆議院は「肢体不自由者救済教育
令制定ニ関スル建議」を議決

（この年）文部省は学齢盲聾児童生徒調査
を実施

１．２７「学校身体検査規定」制定
１２．８ 教育審議会は「国民学校，師範学

校及幼稚園ニ関スル件」を答申（特
殊教育の振興，特に盲・聾教育の
義務制について答申）

４．３０「学校給食奨励規定」制定
６．２９「大阪市立思斉学校」創設（最初の

精神薄弱学校）
３．１ 「小学校令」を改正，「国民学校令」

を公布
３．１４「小学校令施行規則」を改正，「国

民学校令施行規則」を公布
５．８「国民学校令施行規則第５３条ノ規定

ニ依ル学校又ハ学校ノ編成ニ関ス
ル規定」制定（養護学級，養護学
校の編制について規定）

５．２５ 東京盲学校は「内外盲人教
育」を創刊

８．１ 日本赤十字社は夏季児童保
養所を開設

８．１ 白十字会は「林間学校」を
創設（最初の常設虚弱児施
設）

４． 「日本聾唖学校」創設（口話
法による最初の聾学校）

５．１ 柏倉松蔵は「柏学園」を創
立（最初の肢体不自由児施
設）

（この年から）聾唖教育補助を実施

１． 「第１回聾口話教員養成講習
会」開催

４．１ 京都市立盲唖院は，「京都市
立盲学校」と「京都市立聾
唖学校」に分離独立

４．１ 児童愛護会は「一宮学園」
を創設（最初の身体虚弱児
の私立学校）

４．１ 京都市立盲学校と京都市立
聾唖学校はそれぞれ「京都
府立盲学校」，「京都府立盲
唖学校」となる

１０． 「日本精神薄弱者愛護協会」
設立

（この年）日本精神薄弱者愛護協会
は「愛護」を創刊

４． 東京聾唖学校において，半
年課程の聾唖学校教員養成
講習会を開催

５．５「整肢療護園」開園

「オッケー」流行

東京音頭大ヒット

パーマネントの普及
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年号 行政など 障害児教育・福祉に関する社会の状況
（国際的なものも含む） 子供たちの生活 西暦
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（国際的なものも含む） 子供たちの生活 西暦



昭和１８

昭和１９

昭和２０

昭和２１

昭和２２

昭和２３

昭和２４

昭和２５

昭和２６

昭和２７

昭和２８

３．２「中学校規定」，「高等女学校規定」
制定（身体虚弱その他身体に異常
のある生徒のための学級編制につ
いて規定）

１０．２３「教育ニ関スル戦時非常措置ニ関ス
ル件」通達

４．２４ 東京都立九段中学校に養護学級を
設置（肢体不自由児を対象）

８．２２「集団疎開学童ノ教育ニ関スル件」
通達

９．１５ 文部省は「新日本建設ノ教育方針」
を発表

１０．２２ 連合国軍総司令部は「日本教育制
度ニ対スル管理政策ニ関スル件」
を指令

４．１「官立盲学校及聾唖学校官制」等公
布

４．７ 連合国軍総司令部は「米国教育使
節団報告書」を発表

８．１０ 内閣に「教育刷新委員会」を設置
１１．３「日本国憲法」公布
３．３１「教育基本法」公布
３．３１「学校教育法」公布
５．２３「学校教育法施行規則」公布
１２． 教育刷新委員会は「学制に関する

こと」に心身障害児の就学に関す
ることなど追加建議

１２．１２「児童福祉法公布」
１２．２０「あん摩，はり，きゆう，柔道整復

等営業法」公布
４．７「中学校の就学義務並びに盲学校及

び聾学校の就学義務及び設置義務
に関する政令」公布（盲学校・聾
学校小学部への義務制が学年進行
により施行）

７．１５「教育委員会法」公布
（この年から）盲学校・聾学校の小学部・
中学部の建物の新増築について補助
１．１２「教育公務員特例法」公布
５．３１「教育職員免許法」公布
１２．２６「身体障害者福祉法」公布

４．１「国立学校設置法」の改正により，
「国立盲教育学校，同付属盲学校」
及び「国立聾教育学校，同付属聾
学校」は東京教育大学に併設され
る

４．１「門司市立白野江養護学校」創設（最
初の公立病弱養護学校）

１． 「意常児鑑別基準作成委員会」設置
４．１ 東京教育大学教育学部に特殊教育

学科を設置
５．５「児童憲章」制定
６．１１「産業教育振興法」公布

６．６「中央教育審議会」設置
８．１ 文部省初等中等教育局に特殊教育

室設置
８．８「義務教育費国庫負担法」公布

６．８「教育上特別な取り扱いを要する児
童生徒の判別基準について」通知

７．２５ 中央教育審議会「義務教育に関す
る答申」（特殊教育の振興について
答申）

８．８「理科教育振興法」公布
８．８「学校図書館法」公布
８．２８「公立学校設置費国庫負担法」公布
８．２８「危険校舎改築促進臨時措置法」公

布
１０．３１「学校教育法施行令」公布
１０．３１「学校教育法中同法第３９条第１項に

規定する盲学校及びろう学校の就

２．２３「全国聾唖学校職員聯盟」結
成

７． 「日本盲教育会」が結成され，
帝国盲教育会は解散

４．１ 小学校，中学校の義務教育
制の実施（９年の義務制と
なる）

１０．１「臨時国勢調査」が実施され，
その中で「盲・お

�
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�

」の数の調査
（この年から）
「特殊教育教員再教育講習会」開催
盲・聾学校の戦災復旧に補助
８．１７「日本盲人会連合」結成
９．３「日本肢体不自由児協会」設

立
（この年から）
「教育指導者講習」開催
昭和２４年度の両年度にわたり，盲学
校及び聾学校小学部教員臨時養成所
を開設
４．１「東京盲学校」及び「東京聾

唖学校」は，「国立盲教育学
校，同付属盲学校」及び「国
立聾教育学校，同付属聾学
校」と改組

９． 「特殊教育教育連盟」結成（後
の「全日本特殊教育研究連
盟」）

１．２７「盲・聾学校運営全国協議
会」開催

「特殊教育研究集会」（特殊教育ワー
クショップ）開催
（この年から）山梨県立盲学校は盲
聾重複障害児の教育を開始

４． 「東京教育大学国立盲教育学
校」及び「東京教育大学国
立聾教育学校」は，「東京教
育大学教育学部」特設教員
養成部となる

「東京教育大学国立盲教育学校付属
盲学校」及び「東京教育大学国立聾
教育学校付属聾学校」は，東京教育
大学教育学部の付属学校となる（こ
れらの学校は，昭和４８年度から東京
教育大学の，昭和５３年度から筑波大
学の付属学校となる）
１．３０「第１回全国特殊学級研究協

議会」開催
７． 「精神薄弱児育成会（手をつ

なぐ親の会）」結成
９． 整肢寮護園の入園児に対し

東京教育大学付属小学校は
講師を派遣して教育を開始

１０．２１「全国盲学校理療科教員連
盟」結成

４．１ 広島大学教育学部に盲学校
教員養成課程を東京学芸大
学に聾学校教員養成課程初
めて設置

「精神薄弱児実態調査」実施

学徒出陣

ペンフレンド流行

１０．４ 警視庁，少年ヒロポン患者
の取締りを命令

「ティーンエイジャー」

４． 「鉄腕アトム」連載開始

「リボンの騎士」連載開始
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昭和２９

昭和３０

昭和３１

昭和３２

昭和３３

昭和３４

昭和３５

昭和３６

昭和３７

昭和３８

学に関する部分の規定の施行期日
を定める政令」公布（盲学校・聾
学校中学部への義務制が昭和２９年
４月１日から学年進行により施行）

１１．９「精神薄弱児対策基本要綱」事務次
官会議で決定

６．１「盲学校，ろう学校及び養護学校へ
の就学奨励に関する法律」公布

６．３「学校給食法」公布
１２．６ 中央教育審議会「特殊教育及びへ

き地教育進行についての答申」
９．３０ 文部・厚生・労働三省は「義務教

育諸学校における不就学および長
期欠席児童生徒他対策要綱」を通
知

（当年度限り）養護学校建物の新築につい
て国庫補助

４．１ 文部省初等中等教育局特殊教育室
を廃止，特殊教育事務は初等・特
殊教育課の所掌となる

４． 「大阪府立養護学校」・「愛知県立養
護学校」創設（最初の公立肢体不
自由養護学校）

６．１４「公立養護学校整備特別措置法」公
布

６．３０「地方教育行政の組織及び運営に関
する法律」公布

１．１９「東京都立青鳥養護学校」創設（最
初の公立精神薄弱養護学校，この
前身は，昭和２２年に設置された東
京都品川区立大崎中学校特殊学級）

３．１５ 盲学校及び聾学校について，それ
ぞれ小学部・中学部学習指導要領
一般編を通達

５．２０「盲学校，聾学校及び養護学校の幼
稚部及び高等部における学校給食
に関する法律」公布

６．１「学校教育法」の一部改正（養護学
校への就学を就学義務の履行とみ
なすことを規定）

８．１ 特殊教育に関する事務は初等・特
殊教育科から分離，特殊教育主任
官の所掌となる

１．２９ 文部省は「国立療養所における入
所児童の教育について」を通達

３． 盲学校及び聾学校について，それ
ぞれ小学部・中学部指導要録作成

４．１「東京教育大学教育学部附属養護学
校」（肢体不自由）創設（後の「筑
波大学附属桐が丘養護学校」）

４．１０「学校保健法」公布
４．２５「義務教育諸学校施設費国庫負担

法」公布
５．１「公立義務教育諸学校の学級編成及

び教職員定数の標準に関する法律」
公布

１２．７ 中央教育審議会「特殊教育の充実
振興についての答申」

２．６ 盲学校及び聾学校について，それ
ぞれ高等部学習指導要領一般編を
通達

３．３１「精神薄弱者福祉法」公布
４．１「東京学芸大学附属養護学校」（精

神薄弱）創設
４．１「東京教育大学教育学部附属大塚養

護学校」（精神薄弱）創設（後の「筑
波大学附属大塚養護学校」）

７．２５「身体障害者雇用促進法」公布
１０．３１「学校教育法」一部改正（「第６章

特殊教育」大幅改正）
１１．６「公立高等学校の設置，適正配置及

び教職員定数の標準等に関する法
律」公布

３．３１「学校教育法施行令の一部を改正す
る政令」公布（盲学校，聾学校及
び養護学校の対象となる盲者等の
心身の故障の程度を規定）

３．３１「義務教育諸学校の教科用図書の無
償に関する法律」公布

４．１ 文部省初等中等教育局特殊教育主

（この年）「肢体不自由児及び身体虚
弱児実態調査」実施
（この年から）「特殊学級教員養成講
習会」開催

３．１８「養護学校・特殊学級整備促
進協議会」結成

８．２３「肢体不自由児教育協議会」
設立（後の「全国肢体不自
由教育研究協議会」に吸収）

１０．２０「第１回アジア盲人福祉会
議」東京で開催

（この年）「盲・弱視児及び聾・難聴
児実態調査」実施
４． 全国精神薄弱児育成会は「手

をつなぐ親たち」を創刊
８．２「第１回肢体不自由児教育研

究発表会」開催
１２． 全日本特殊教育研究連盟は

「児童心理と精神衛生」を
創刊（後の「精神薄弱児研
究」）

（この年から）「特殊教育指導者要請
講座」開催，「盲学校特殊教科（理
療）教員講習会」開催
３．１５「全国養護学校長会」結成
６．１４「第１回全国肢体不自由児教

育研究協議会」開催

１．１６「日本盲教育研究会」結成（後
の「全日本盲学校教育研究
会」）

７．４「全国肢体不自由児養護学校
PTA連合会」結成

１１．２６「盲聾教育８０周年記念式典」
挙行，「盲聾８０年史」刊行

７．１４「第１回肢体不自由児養護学
校義務設置促進大会」開催

４．１ 東京学芸大学及び広島大学
教育学部に初めて養護学校
教員養成課程を設置

８．２７「全国病弱虚弱教育研究連
盟」結成

１１．１０「全国肢体不自由児父母の会
連合会」結成

（この年から）「聾学校職業教育講座」
開催

（この年）「弱視教育研究会」結成（後
の「日本弱視教育研究会」）
（この年から）「機能訓練実技講習会」
開催
（この年）
「全国特殊学校長会」結成
「言語障害児を持つ親の会」結成
「全国盲学校PTA連合会」結成

４．１ 弱視教育研究会は「弱視教
育」を創刊

１１．２３「日本特殊教育学会」創設
（この年）「全国聾学校PTA連合会」
結成

１１．３「ゴジラ」封切

マンボブーム
家庭電化時代

１１．１２「スーパーマン」放送開始

フラフープブーム
長島新人王

週刊誌創刊ブーム「少年マガジン」
「少年サンデー」等
だっこちゃんブーム

「現代っ子」
「巨人・大鵬・玉子焼き」

「おそ松君」連載開始

１．１「鉄腕アトム」放送開始
「かぎっ子」登場
ボウリングブーム
１１．２７「８（エイト）マン」放送開

始

１９５４

１９５５

１９５６

１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１

１９６２

１９６３



昭和３９

昭和４０

昭和４１

昭和４２

昭和４３

昭和４４

昭和４５

昭和４６

昭和４７

昭和４８

昭和４９

任官を廃止，特殊教育課を設置
１０．１８「学校教育法および同法施行令の一

部改正に伴う教育上特別な取り扱
いを要する児童・生徒の教育的措
置について」通達

１１．１２ 教育職員養成審議会は「教員養成
制度の改善について」を建議

（この年から）盲学校・聾学校の高等部の
建物の新増築について国庫補助
３．３０ 文部省著作「盲学校小学部国語補

充教材（各学年用）」発行（弱視用
大型活字の教科用図書）

４．１ 養護学校学習指導要領通達（小中
学部精神薄弱教育編，小学部肢体
不自由教育編及び小学部病弱教育
編）

８．１６ 教育課程審議会は「盲学校・聾学
校教育課程の改善について」を答
申（小学部の教育課程）

１２．２１「義務教育諸学校の教科用図書の無
償措置に関する法律」公布

１２．２３「盲者，聾者等の就学の適正な措置
と指導について」通達

３．２３ 盲学校及び聾学校について，それ
ぞれ学習指導要領小学部編を告示

３．２７ 養護学校学習指導要領通達（中学
部肢体不自由教育及び中学部病弱
教育編）

（この年）文部省著作教科書養護学校（精
神薄弱）用「算数」，「音楽」を初めて刊行
２．２７ 盲学校及び聾学校について，それ

ぞれ学習指導要領中学部編を告示
６．２９「理学療法士及び作業療法士法」公

布
（この年から）養護学校高等部の建物の新
増築について国庫補助
２．２１「盲学校及び聾学校の高等部の学科

を定める省令」公布
３．５ 盲学校及び聾学校について，それ

ぞれ学習指導要領高等部編を告示
４．１ 東京教育大学院教育学研究科に特

殊教育専攻を開設
７．１「就学義務猶予免除者の中学校卒業

程度認定規則」制定
（この年から）特殊教育諸学校の幼稚部の
建物の新増築について国庫補助

（この年）「児童生徒の心身障害に関する調
査」実施
（この年から）
「重複障害教育調査海外派遣費補助」開始
特殊教育諸学校の幼稚部の危険建物の改築
について国庫補助
「特殊教育推進地区」指定
８．３０ 特殊教育総合研究調査協力者会議

は「特殊教育総合研究機関の設置
について」を報告

３．２８ 特殊教育総合研究調査協力者会議
は「特殊教育の基本的な施策のあ
り方について」を報告

５．２１「心身障害者対策基本法」公布
１０．２３ 教育課程審議会は「盲学校，聾学

校および養護学校の教育課程の改
善について（小学部・中学部）」を
答申

３．１３ 盲学校，聾学校及び養護学校につ
いて，それぞれ小学部・中学部学
習指導要領を告示

１０．１「国立特殊教育総合研究所」設置

６．１１ 中央教育審議会は「今後における
学校教育の総合的な拡充整備のた
めの基本的施策について」を答申

３．１５ 教育課程審議会は「盲学校，聾学
校および養護学校の教育課程の改

３．３１ 日本特殊教育学会は「特殊
教育学研究」を創刊

６．２２「第１回全国特殊教育振興大
会」開催

１１．１「全国特殊学級設置学校長協
会」結成

１２．３「全国特殊教育推進連盟」結
成

（この年から）「特殊教育教育課程研
究集会」地区別集会・全国大会開催
（この年から）
「特殊教育学校寮母講習会」開催
「心身障害児判別・就学指導事務講
習会」開催

（この年）「全日本聾教育研究会」結
成
（この年から）「特殊教育内地留学制
度」開始

８．２９「全国筋ジストロフィー症児
教育研究会」結成

８． 「自閉症児の親の会」結成
（この年）
「精神薄弱養護学校全国PTA連合
会」結成
「全国情緒障害児教育研究会」結成
（この年から）
「言語障害担当教員講習会」開催
（この年）東京学芸大学に言語障害
児教育教員養成課程を設置
４．１ 東京教育大学教育学部に理

療科教員養成施設を設置
（この年）全都道府県に肢体不自由
養護学校が設置
（この年から）沖縄の風疹障害児の
調査及び指導を開始
２．１ 日本肢体不自由教育研究会

は「肢体不自由教育」を創
刊

７．１「全国病弱教育諸学校PTA
連合会」結成

（この年）「機能訓練等担当教員講習
会」開催
（この年から）
「盲学校リハビリテーション科担当
教員講習会」開催
「情緒障害担当教員講習会」開催
３．２５ 日本点字委員会は「日本点

字表記法（現代語編）」を刊
行

７．２２「全国聴覚障害者親の会連合
会」結成

（この年）
「養護・訓練担当教員講習会」開催
「全国公立学校難聴言語障害児教育
研究協議会」結成
（この年）
「特殊教育拡充整備計画」策定
「就学猶予・免除児実態調査」実施

４．１ 東京学芸大学，広島大学及
び熊本大学の教育学部に初

４．４「ひょっこりひょうたん島」
放送開始

５．５ こどもの国開園
メンズファッション流行
おばQ人気

ビートルズ旋風
グループサウンズ
ミニスカート流行

ヒッピー族流行
「天才バカボン」連載
ノンポリ学生

深夜放送ブーム
フォークソングブーム
SL（蒸気機関車）ブーム

４．３「仮面ライダー」放送開始

ヘンシンごっこ流行

「エースをねらえ」連載開始

「およげ！たいやきくん」大ヒット

１９６４

１９６５

１９６６

１９６７

１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

１９７２

１９７３

１９７４



昭和５０

昭和５１
昭和５２

昭和５３

昭和５４

昭和５５

昭和５６

昭和５８

昭和６０

昭和６１

昭和６２

昭和６３

（昭和６４）

平成０１

平成０２

平成０３

平成０４

善について（高等部）」を答申
７．３ 教育職員養成審議会は「教員養成

の改善方策について」を建議
１０．２７ 盲学校，聾学校及び養護学校につ

いて，それぞれ高等部学習指導要
領告示

（この年から）国立特殊教育総合研究所研
修事業開始
７．１５ 文部省編集「特殊教育」創刊
７．２０「教育職員免許法」の一部改正（教

員資格認定試験制度を創設）
９．２９「国立久里浜養護学校」創設
１１．２０「学校教育法中養護学校における就

学義務及び養護学校の設置義務に
関する部分の施行期日を定める政
令」公布（施行期日は，昭和５４年
４月１日）

（この年から）養護学校教育義務制等準備
活動費，訪問指導員経費及び介助職員経費
について国庫補助
３．３１ 特殊教育の改善に関する調査研究

所は「重度・重複障害児に対する
学校教育のあり方について」を報
告

国連で「障害者の権利宣言」

５．２８「身体障害者雇用促進法」改正

８．１２ 特殊教育に関する研究調査会は「軽
度心身障害児に対する学校教育の
在り方」を報告

８．１８「学校教育法施行令及び学校保健法
施行令の一部を改正する政令」公
布（養護学校における就学義務の
施行に係る関係規定等を整備）

国際障害者年
国連・障害者の１０年
精神保健法公布

１０．２８ 厚生省，「福祉医療制度」創設を決
める
厚生省，手話通訳士を国家資格に
導入

７．１ 精神衛生法一部改正
厚生省，ウエル・エイジング・コ
ミュニティ構想

厚生省，老人保健福祉推進１０か年戦略
（ゴールドプラン）

１０．１５ ソウルで障害者五輪（第８回）開
催
児童の権利に関する条約が国連総
会で採択

１１． 盲人用はがき発売開始
パートナードッグを育てる会設立

４． 日本退職者福祉協議会発足
学習障害（LD）児
ケアハウス
児童手当実施
老人デイケア
特別養護老人ホーム需要急増
ショートステイ
老人訪問看護

シルバーマンション
知的障害者
デイ・ケア
パニック障害病名として認知される

めて特殊教育特別専攻科を
設置

（この年）
「長期欠席児童生徒実態調査」実施
国立の全教員養成大学・学部に養護
学校教員養成課程を設置

５．２４「財団法人重複障害教育研究
所」設立

８．２５「聴覚障害児教育国際会議
（東京大会）」開催

１１．１０「第２回アジア精神薄弱会議
（東京大会）」開催

５．「全国病弱・障害児教育推進連
合会」結成

（この年から）「訪問指導担当職員講
習会」開催

４． 養護学校義務制の実施

４． 埼玉県，在宅介護障害者地
域福祉促進事業発足

５．２５ 障害に関する用語整理
聴導犬（ヒアリングドッグ）訓練の
開始
３． 福祉関係者の資格制度とし

て，「社会福祉士」と「介護
福祉士」が新設される

４． 老人保健施設の第１号が
オープン

５． 子どもの人権救済センター
在宅老人サービス事業

文部省，情緒障害児福祉施設の教育
力を認める

４． 国民年金基金発足（予定）
文部省，学習障害（LD）児
調査研究協力者会議（研究
協力校を指定）
自治省，高齢者保健福祉推
進事業
文部省，４０人学級実施
老人保健法改正

１０． 精神薄弱者・痴呆性高齢者
権利擁護センター設立

６． 精神保健法改正
通級制度実施

偏差値ブーム
落ちこぼれ

国際児童年

インベーダゲーム流行
校内暴力
ウォークマン登場
スポーツ飲料ブーム
４．８ アラレちゃん言葉流行

お嬢様ブーム
朝シャン流行

ビックリマンシール流行

ちびまるこちゃんスタート
スーパーファミコン発売
生活科創設
大学入試センター試験実施
占いブーム
おまじないグッズ流行
学校週休二日制（実験校のみ）
清潔症候群
フリーター
４０人学級実施

４．５ 尾崎豊急逝
９．１２ 学校集５日制月１回，始ま

る
飛び級

１９７５

１９７６
１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

１９８３

１９８５

１９８６

１９８７

１９８８

（１９８９）

１９８９

１９９０

１９９１

１９９２

平成

年号 障害児教育・福祉に関する社会の状況
（国際的なものも含む） 行政など 子供たちの生活 西暦



平成０５

平成０６

平成０７

平成０８

平成０９

盲導犬ロボット本格的な実用化を目指す研
究がスタート
４． 全国精神障害者団体連合会結成大

会
５． 福祉用具の研究開発及び普及の促

進に関する条約
５． 用語「精神薄弱」問題
９． 障害児・者人権ネットワーク発足
老人保健福祉計画
１２． 障害者基本法
５． 児童の権利に関する条約を批准
９． ハートビル法（高齢者，身体障害

者が円滑利用できる特定建築物促
進法）

ケア・ハウス
バリアフリー住宅
ホームヘルパー
パートナードッグ
高齢社会対策基本法
国際医療福祉大学開校予定
６． 世界福祉イニシアチヴ
７． 高齢社会対策大綱
８． 第１回ろう＆難聴少年による手話

弁論大会

厚生省，障害者対策に関する新長期
計画
１２． 障害者基本法

４． 厚生省，２１世紀福祉ビジョ
ン

障害者対策推進本部が決定

厚生省，公的介護保険制度

２．３ NHKスペシャルでの「やら
せ」発覚

５．１５ Jリーグスタート

５．１ セナ激突死
大河内清輝君自殺

カードダス２０大ヒット

７．６ １９９５年の出生数・率，過去
最低

７．１３ 堺市でO―１５７発生
７．３１ O―１５７，伝染病に指定
スクールカウンセラー配置
丸刈り校則見直しへ
交通事故死１万切る
たまごっち流行
学校週５日制月２回
５．４ 奈良で中２女子自殺事件
５．２７ 神戸小学校連続殺人事件発

覚
ポケモン流行
ポケモンで失神など多数
交通事故死１万切る

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

（野村和雄・岸本直子・松永郁美）


